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基本理念　「ともに生き、ともに育み、安心して暮らせる地域社会を目指して」

令和4年度事業計画

　今日、新型コロナウィルス感染症の流行により私たちをとりまく状況は変容し、日常生活において、様々な影響・制限を
余儀なくされております。
　コロナ禍3年目に当たり、ウィズコロナを念頭に事業を推進し、最大限の感染症予防策を講じながら介護保険事業サー
ビス、地域福祉事業を進めております。令和4年度もみなさまの身近な社会福祉協議会としての役割を果たしてまいります。
　また、年々加速を増す少子高齢化は、現在高齢化率（65歳以上）45.9％であり、昨年の同時期と比べ2.4%増、また75
歳以上の後期高齢者の割合も24.1％となっております。それに伴いひとり暮らし高齢者世帯・高齢者のみの世帯は益々増
加の傾向にあり、認知症と思われる高齢者も増加傾向にあります。
　このような情勢の中、令和4年度も引き続き、九戸村・包括支援センター・民児協等関係機関との連携、協力を得ながら
地域と一体となった見守り活動を推進し、こどもから高齢者・障がい者等が安心して暮らせる地域づくりを目指してまいり
ます。
　「九戸村社会福祉協議会地域福祉活動計画」（令和元年度～令和５年度）のなかでも地域の皆さんの要望の多かった
「買い物支援」・「除雪支援」・「見守り活動」については、令和３年度においても順調に事業を推進することができました。
加えて、令和４年度は、社会福祉協議会としてのＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについても考慮しながら利用者・各関係機
関のご意見をお聞きしながら事業を進めていくとともに、次期地域福祉活動計画の策定作業に着手してまいります。

法人運営事業

村の介護の充実

福祉の啓蒙活動

相談・支援

福祉基金

SDGs児童福祉

村の福祉活動拠点づくり

ボランティア活動の推進

高齢者福祉活動

福祉団体への支援

障がい者福祉活動

○法人基盤の確立
　・理事会、評議員会、監査会の開催
　・賛助会員の加入促進　・寄附金の受け入れ
　・組織強化・事務局体制の充実・強化
　・職員の資質向上

○介護保険事業
　デイサービス事業、訪問介護事業、
　居宅介護支援事業
○介護予防・総合日常生活支援事業
　デイサービス事業、訪問介護事業
○介護予防事業
　水中ウォーキング事業
○移送サービス事業

○「社協だより」発行（年４回）
○福祉協力校の指定および助成（村内７校）
○健康福祉大会の開催
○キャップハンディ講座

○心配ごと相談所の設置（無料法律相談）
○日常生活自立支援事業
○生活福祉資金貸付事業
○助け合い金庫貸付事業
○総合相談電話の設置

○寄付金の福祉基金への積立

○リユース事業○九戸村学童クラブ運営

○総合福祉センター管理運営
　九戸村総合福祉センターの機能をより有効に活用
し、センター内での各種福祉事業に対し、住民がよ
り多く参画できる拠点となるようなセンター運営に
取り組むとともに、福祉センター２階の居住部門の
管理運営を村より受託し実施。

○ボランティア活動拠点づくり
　声の広報、見守りネットワーク推進、福祉センター
居住手作り会、デイサービスボランティア、学童保
育ボランティア、子育てサロン、地域ごとふれあい
サロン、福祉バザー
○ボランティアの育成
　災害ボランティア講習会

○ひとり暮らし高齢者の集い事業
○ヤクルト給付事業	 ○給食サービス事業
○おでかけサロンの実施	 ○高齢者総合相談事業
○スノーバスターズ事業	 ○買物支援事業
○金婚式開催

○岩手県共同募金会九戸村共同募金委員会事務局
○九戸村老人クラブ連合会事務局
○九戸村シルバー人材センター事務局
○九戸村ボランティア連絡協議会事務局
○九戸村身体障害者協会事務局

○地域活動支援センター（エール）
○居宅介護事業（ヘルパー）
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令和4年度収支予算
　収　　　　入　　　（単位：千円） 支　　　　出　　　（単位：千円）

会費収入 1,330 人件費支出 82,354
寄附金収入 250 事業費支出 33,403
経常経費補助金収入 7,772 事務費支出 13,925
　都道府県補助金収入 1 貸付事業等支出 700
　村補助金収入 5,567 共同募金配分金事業費 2,240
　共同募金配分金収入 2,204 　一般募金配分金事業費 1,140
受託金収入 48,911 　歳末たすけあい配分金事業費 1,100
　村受託金収入 48,803 助成金支出 480
　岩手県社協受託金収入 108 負担金支出 121
貸付金収入 700 その他の支出 181
事業収入 4,445 基金積立資産支出 255
介護保険事業収入 64,997 積立資産支出 270
　居宅介護料収入 32,709
　居宅介護支援介護料収入 10,652
　介護予防・日常生活支援総合事業収入 17,929
　利用者等利用料収入 3,278
　その他の事業収入 429
障害福祉サービス等事業収入 432
受取利息配当金収入 11
その他収入 191
退職給付引当資産取崩収入 164
前期末支払資金充当 4,726

合　　計 133,929 合　　計 133,929

　この事業は、高齢者や障がいをもった方が、地域で安心して生活が送れるよう日常的金銭管理サービス等を行う事業です。
通帳管理ができない、支払手続きが難しい状況であるなど、支援が必要になった場合に利用できるサービス（要契約）です。

ご利用にあたっては、ご本人にこのサービスを受ける意思があり、なおかつ契
約の内容をある程度理解できることが必要です。
判断能力がご本人にない場合は、「成年後見制度」をお勧めします。

「くらしの相談窓口」は生活上の悩みや困りごと
を抱える方々の相談を受け、より良い生活を目指
して、各関係機関と連携しながら支援し
ていく窓口です。ひとりで悩まないで、
一緒に解決する方法を探しましょう。
○現在、生活保護を受給していない方が
対象です。
○九戸村にお住まいの方が対象です
○相談は無料です。秘密厳守、個人情報は守り
ます。

電話 43-3588　二戸市総合福祉センター２階　二戸市福岡字八幡下11-1
電話 25-4959　二戸市社会福祉協議会内　　　二戸市仁左平字横手2-3
もしくは、下記の機関でも受け付けております
電話 42-2111　九戸村住民生活課　　　
電話 41-1200　九戸村社会福祉協議会
本事業は、生活困窮者自立支援法に基づき、県北広域振興局と二戸市から二戸市社会福祉協議会が委託を
受けて実施しております

※月曜日～金曜日の午前
８時３０分～午後５時１５分
（祝日・１２/２９～１/３を除く）

成年後見制度とは
　精神上の障害によって判断能力が十分でない方（認知症高齢者・知的障が
い者・精神障がい者など）を法律的に支援する制度です。

生活の困りごとは「くらしの相談窓口」へ生活の困りごとは「くらしの相談窓口」へ
「くらしの相談窓口」

日常生活自立支援事業あんしんねっとあんしんねっと

電話 41-1200　九戸村社会福祉協議会
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令和３年度の各学校の活動の様子から

　近年、地域社会の変化に伴い、地域コミュニティの希薄化、地域の安全・安心の問題、要支援者の
孤立化など、地域全体の福祉力が低下しており、福祉教育の推進が急務となっております。そこで、
当協議会では、村内７校を福祉協力校に指定し、福祉教育を支援しております。

ぼくたち・私たちの福祉活動ぼくたち・私たちの福祉活動
（九戸村福祉協力校事業活動）

戸田小学校
●地域・世代間交流
　（田植え、収穫、もち米のプレゼン
ト、感謝の会、かんじき体験）
●地域奉仕活動
　（クリーンデ－）
●募金活動　等

山根小学校
●クリーン九戸活動
●学習田活動（田起こし、田植え、
　串もち作り、稲刈り、脱穀）
●地域花壇整備
●世代間交流事業（収穫感謝の会）
●高齢者福祉施設訪問　（餅米寄贈）
●募金活動　等

伊保内小学校
●花壇整備
●福祉マラソン
●タオル収集（折爪荘寄附）
●プルタブの回収
●募金活動　等

長興寺小学校
●ふれあい農園栽培
　（野菜・花の苗を植え、風船カズラ
栽培）
●野田村訪問
　（栽培したシクラメンを贈呈）
●世代間交流事業（感謝の会）
●募金活動　等

江刺家小学校
●地域・世代間交流
　（田植え、稲刈り、収穫際）
●昔穴遺跡保存活動
●一人暮し高齢者へ年賀状送付
●募金活動　等
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　SDGsの一環として、「マスクポスト事業」をおこなっております。加えて、今年度から学生
服等を回収し、必要とする子育て家庭へ譲渡する「制服リユース事業」を実施します。

　ご自宅に着なくなった制服等ありませんか？
　卒業して着なくなった、成長でサイズが合わなくなった制服等がありましたら、ぜひお譲りく
ださい。

譲りたい方
・九戸村社会福祉協議会へお持ちください。
・品目は、小・中・高校の制服、体操着、カバン
・汚れや痛みが少なく使用に耐えられる物をお願いいた
します。
※社協でクリーニングをしますので、そのままお持ち
ください。
※お預かりした制服等は、返品しかねますのでご了承
ください。

譲ってほしい方
・九戸村在住の方に限ります。
・九戸村社会福祉協議会へ欲しい物があるかどうか電話で問い合わせください。
・保護者同伴にて、サイズ等を確認の上、無償で譲渡いたします。
※在庫の状況により、ご希望に添えない場合もございます。

九戸中学校
●クリーン大作戦
●スノーバスターズ
●募金活動　等

伊保内高校
●九戸村地域子ども読書会
●ボランティアスクール
●声の広報ボランティア
●募金活動　等

福祉協力校指定事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しております。

リユース事業リユース事業

「マスクポスト」を社会福祉協議会玄関に設置しています。未使用のマスクを寄付願います。

SDGs

●問合せ先：九戸村社会福祉協議会（総合福祉センター）　電話 41-1200
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　在宅視覚障がい者サービスの一環として、毎月発行される村の広報、社協だよりをボランティ
アが朗読し録音したテープを希望者に貸し出しています。

　子育てサロン「はなすっ子広場」は、地域
における親子の交流、子育ての不安感等を緩
和するなど、子どもの健やかな発育を目的と
するものです。
　子育てボランティアさんのご協力のもと、
未就園児の親子のみなさんを対象に開催して
おりますので、お気軽にご参加ください。

✿子育てサロン室を無料開放しています✿
月曜日～金曜日（祝日除く）午前９時～午後４時

開催時間

開催場所

開催日

令和
４年

7 月 9日（土）
9月 10日（土）
10月 8日（土）
11月 12日（土）
12月 10日（土）

令和
５年

1 月 14日（土）
2月 11日（土）
3月 11日（土）

　毎月第２土曜日
　午前 10 時〜 12 時

　九戸村総合福祉センター
　２階子育てサロン室

　たくさんの「おもちゃ」もありますの
で、親子で自由に遊びに来てください。

　利用する場合は電話で問合せください。
九戸村社会福祉協議会　電話 41-1200

ボランティアのひろばボランティアのひろば

みみんんななおおいいでで！！！！　はまなすっ子広場　はまなすっ子広場

声声のの広広報報　ボランティア　ボランティア
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気軽にできる社会貢献活動
　飲料を購入するだけで気軽に募金ができ、身近な地域の福祉に貢献できます。

設置（置き換え）は無料
★「赤い羽根募金自動販売機」の設置（置き換え）はすべて無料です。
★設置には、面倒なお手間がかかりません。
★自販機の管理や商品の補充、空き容器の回収、つり銭の管理など販売協力業者（飲料メーカー系
業者）が行います。

九戸村を良くする自動販売機を設置（置き換え）しませんか？
ご協力いただける企業・団体を募集しております

災害義援金寄付の報告　5月31日現在 九戸村社会福祉協議会職員親睦会活動報告
【令和4年3月福島県沖地震災害義援金】寄付者
　　・匿名　　10,000円
　　・匿名　　10,000円

　ありがとうございました。
　なお、寄せられた義援金は各被災地の共同募金
会の配分委員会を通じて被災者の皆さんへ配分さ
れます。

九戸村共同募金委員会

　令和４年４月16日（土）「九戸村クリーン行
動日」に参加し、地域の清掃につとめました。

赤い羽根自動販売機を設置いただいた
横浜石油㈱九戸インター給油所　様

社会貢献につながる赤い羽根共同募金自動販売機

簡単な
社会貢献

九戸村共同
募金委員会 地域住民

自販機

地域へ助成

売上の
一部を寄付 商品の

提供

購入
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――― 編集・発行 ―――

社会福祉法人
九戸村社会福祉協議会

〒028-6502 九戸村大字伊保内7-39-4
　　　　　  （九戸村総合福祉センター内）
TEL 0195-41-1200   FAX 0195-42-2064
ホームページアドレス http://www.kunohe-shakyo.jp/

社会福祉協議会　会費納入にご協力ください

生活福祉資金貸付制度のご案内 心配ごと相談所　（無料法律相談）

福祉サービス苦情解決相談窓口を設置しています。

　九戸村社会福祉協議会の活動は、公的機関（国・県・村など）からの補助金や委託金、共同募金配分金、
寄附金のほか、全世帯から納入いただく会費が大きな原動力となっています。
　九戸村社会福祉協議会会費の納入は強制ではなく任意ですが、地域福祉の向上を図るため、趣旨にご賛
同いただき、会費の納入にご理解・ご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

　会費…年額700円（村内全世帯）

　※行政連絡員さん・班長さんを通じて納入いただいております。

　失業や収入の減少により、世帯の生活の維持が
できなくなった等、生活の立て直しのための様々
な貸し付けの取り扱いを行っております。相談を
希望される方は、地区の民生委員、又は当協議会
までご相談下さい。
　また、新型コロナ感染症の影響によりお悩みの方
へ緊急小口資金等の特例貸付を実施しております。
　●緊急小口資金　●緊急小口資金コロナ特例貸付
　●総合支援資金　●福祉資金　●教育支援資金
　●不動産担保型生活資金

　水の浮力により足腰・膝の関節にかかる負担を軽減
し、無理のない運動を行うことで健康の維持増進す
ることができます。

　相続、多重債務、離婚問題、振り込め詐欺等、様々
なことでお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。

時　間　13:30~15:00
　　　　（相談時間　1人30分　定員3名）
場　所　九戸村総合福祉センター
申込先　九戸村社会福祉協議会　電話41-1200
　※事前予約が必要となります。
　※相談内容の秘密は守られます。

　当協議会で提供している福祉サービスについて
の苦情等の相談窓口を設置しています。
〈相談、苦情等の受付先電話番号〉
　☎ 0195-41-1200
〈相談、苦情等の受付担当者〉
　荒田ゆかり、安達さつき
〈第三者委員〉小田野幸、日影惠子
　なお、下記においても苦情相談の受付をおこ
なっておりますので、気軽にご相談ください。
〈岩手県福祉サービス運営適正化委員会〉
　☎ 019-637-8871

開　設　日 担当相談員

令和4年
	 7月	13日	（水） 橋本　　剛　弁護士
	 9月	14日	（水） 上山　信一　弁護士
	11月	 9日	（水） 橋本　　剛　弁護士

令和5年 	 1月	11日	（水） 上山　信一　弁護士
	 3月	 8日	（水） 橋本　　剛　弁護士

日　　　程 
入 水 時 間

月曜日・木曜日　（祝日の場合は翌日）
1回目 : 午後 1時 20分〜 2時 20分
2回目 : 午後 2時 20分〜 3時 20分

場　　　所 九戸村総合福祉センター
対　象　者 20 歳以上の方
利　用　料 1 回 200円
準備する物 水着、タオル、各自必要なもの

お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い水 中 ウ ォ ー キ ン グ
　日常生活における悩みや心配ごとなど、様々な
生活・福祉に関わる相談に応じる「総合相談」
を行っております。
　相談内容により各専門機関等へつなげるなど、
サポートいたします。
　秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

相談は全て無料です。まずはお電話を！

社会福祉法人　九戸村社会福祉協議会

☎ 0195-43-3
サ
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イ
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ヨ ミ　  サ　イ コ  オー

【総合相談専用電話】


